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健　

康

個
別
特
定
健
診
が 

は
じ
ま
り
ま
す

■日
・
■場
６
月
１
日
○日
〜
９
月
30
日
○火
の
開
院

日
（
市
内
医
療
機
関
）　

■対
昭
和
20
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
市
が
実
施
す
る

人
間
ド
ッ
ク
や
集
団
健
診
と
重
複
し
て
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
）　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
７　

■他
受
診
す
る
際
は
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
等
か
ら
発
行
さ
れ
る

特
定
健
診
受
診
券
と
医
療
保
険
被
保
険
者
証
、

介
護
保
険
被
保
険
者
証
が
必
要
で
す
。
予
約

が
必
要
な
場
合
も
あ
る
た
め
、
医
療
機
関
に

確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

平
日
は
忙
し
く
て
時
間
が
取
れ
な
い
方
等
に 

日
曜
日
が
ん
検
診

■日
①
７
月
６
日
○日
、
②
８
月
31
日
○日
午
前
７

時
30
分
〜
９
時　

■場
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー　

■対
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

40
歳
以
上
の
方
で
職
場
の
が
ん
検
診
が
な
い

方
各
回
先
着
40
人　

■内
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
肺
が
ん
検
診
（
原
則
全
て
受
診
）　

■費
１
、

７
０
０
円　

■申
①
は
５
月
30
日
○金
ま
で
、
②

は
７
月
25
日
○金
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
６
７

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生

活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に

は
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す（
事
前
申
請
必
要
）

さ
わ
や
か
健
診
で 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

▼
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診　

■日
①
10
月
15
日
○水
・

①
20
日
○月
・
②
24
日
○金
・
②
29
日
○水
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
30
分
（
20
日
は
午
前
９
時
〜

10
時
も
あ
り
）　

■場
①
…
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

②
…
荘
内
地
区
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー　

■内
一
般
健
康
診
査
…
身

体
計
測
（
身
長
、
体
重
、
腹
囲
）、
血
圧
測
定
、

内
科
診
察
、
心
電
図
、
尿
検
査
（
た
ん
ぱ
く
、

糖
）、
血
液
検
査
（
脂
質
、
肝
機
能
、
貧
血
、

血
糖
）　

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
…
腕
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
（
一
般
健
康
診
査
を
受
診
す
る

方
で
今
年
度
中
に
20
歳
・
25
歳
・
30
歳
・
35

歳
に
な
る
方
。
②
の
日
程
で
受
診
）　

■費
一

般
健
康
診
査
…
１
、５
０
０
円　

骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
…
５
０
０
円　

■他
託
児
あ
り
（
要

予
約
）

▼
メ
ン
ズ
健
診 

■日
11
月
10
日
○月
・
13
日
○木

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■内
一
般
健
康
診
査
…
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診

と
同
じ　

■費
１
、５
０
０
円

▼
共
通　

■対
職
場
等
で
健
診
機
会
の
な
い
昭

和
50
年
４
月
１
日
以
降
生
ま
れ（
40
歳
未
満
）

の
方　

■申
５
月
７
日
○水
〜
７
月
31
日
○木
に
健

康
課
☎
内
線
３
７
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ　

■他
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
に
は
減
免
制
度
が
あ
り
ま

す
（
事
前
申
請
必
要
）

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　

本
市
で
は
「
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
へ
、
市
が
実
施
す

る
検
診
を
受
診
し
た
際
に
自
己
負
担
金
が
無

料
に
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
、
４
月
末
に
送
付

し
ま
し
た
。
同
封
さ
れ
て
い
る
お
知
ら
せ
を

よ
く
読
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■対
４
月
20
日
現
在
、
本
市
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
方
で
生
年
月
日
が
次
に
該
当
す
る
方

（
４
月
21
日
以
降
に
転
入
し
た
方
は
要
問
合

せ
）　

▽
子
宮
が
ん
（
頸け
い

が
ん
）
…
昭
和
58

年
４
月
２
日
〜
同
59
年
４
月
１
日
、
同
63
年

４
月
２
日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
、
同
５
年

４
月
２
日
〜
同
６
年
４
月
１
日　

▽
乳
が
ん

（
女
性
の
み
）
…
昭
和
41
年
４
月
２
日
〜
同

42
年
４
月
１
日
、
同
45
年
４
月
２
日
〜
同
46

年
４
月
１
日
、
同
48
年
４
月
２
日
〜
同
49
年

４
月
１
日　

▽
大
腸
が
ん
…
昭
和
28
年
４
月

２
日
〜
同
29
年
４
月
１
日
、
同
33
年
４
月
２

日
〜
同
34
年
４
月
１
日
、
同
38
年
４
月
２
日

〜
同
39
年
４
月
１
日
、
同
43
年
４
月
２
日
〜

同
44
年
４
月
１
日
、
同
48
年
４
月
２
日
〜
同

49
年
４
月
１
日　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
７

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

高
齢
者
の
肺
炎
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防

す
る
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
を
希
望
す
る
方
に
助
成
票
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
接
種
の
前
に
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
接
種
は
本
人
が
希
望
す
る
場
合

に
行
う
も
の
で
接
種
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
期
限　

６
月
30
日
○月　

 

■
接
種
場

所　

鶴
岡
地
区
医
師
会
に
所
属
す
る
予
防
接

種
協
力
医
療
機
関
（
予
約
が
必
要
な
場
合
あ

り)　

■対
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
75

歳
以
上
の
方
で
過
去
５
年
以
内
に
接
種
し
た

こ
と
が
な
い
方　

■
助
成
額　

４
、０
０
０

円
（
接
種
費
用
と
の
差
額
は
自
己
負
担
。
接

種
費
用
は
各
医
療
機
関
へ
問
合
せ
）　

■申
印

鑑
を
お
持
ち
の
上
、
健
康
課
☎
内
線
３
７
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
10

月
に
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種
と
な

り
、
対
象
が
変
更
さ
れ
ま
す

福　

祉

民
生
委
員
児
童
委
員
が 

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
３
民
生
区
（
第
三
学
区
）
…
加
藤
定
治

（
茅
原
字
西
茅
原
〈
市
営
住
宅
〉）、
和
田
昭

子
（
余
慶
町
）　

▽
第
４
民
生
区
（
第
四
学

区
）
…
佐
藤
昌
明
（
主
任
児
童
委
員
）　

▽

朝
日
地
区
（
朝
日
地
域
）
…
平
形
信
子
（
中

入
、
立
岩
、
越
中
山
、
谷
口
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス 

助
成
事
業

■対
65
歳
以
上
の
方
で
老
衰
や
病
気
等
に
よ
っ

て
理
容
所
や
美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困
難

な
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

■内
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
利
用
１
回
に
つ
き

１
、０
０
０
円
の
出
張
旅
費
助
成
券
交
付（
年

６
枚
ま
で
）　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

在
宅
生
活
支
援
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

（
自
立
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

■対
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
、
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
が
、
日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障
が
あ
り
、
支
援
・
指
導
が
必
要
な

方　

■内
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
て
日
常

生
活
や
家
事
（
調
理
・
買
物
等
）
等
の
支
援
・

指
導
。
派
遣
時
間
は
土
曜
・
日
曜
日
及
び
祝
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日
を
除
く
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
。
30
分
１

単
位
で
週
４
単
位
（
２
時
間
）
ま
で
の
利
用　

■
自
己
負
担　

１
単
位
１
２
０
円
（
生
活
保

護
世
帯
は
無
料
）　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

高
齢
者
・
障
害
者
住
宅
整
備

資
金
の
利
子
補
給

　

高
齢
者
や
障
害
者
向
け
に
住
宅
の
増
築
や

改
造
を
す
る
際
、市
内
の
指
定
金
融
機
関（
漁

協
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除
く
）
か
ら
融
資
を

受
け
た
場
合
に
、
利
子
の
一
部
を
市
が
補
給

し
ま
す
。
な
お
、
補
給
の
可
否
は
審
査
の
上

決
定
し
ま
す
。

■対
①
満
60
歳
以
上
の
方　

②
身
体
障
害
者
手

帳
１
〜
４
級
所
持
者　

③
療
育
手
帳
Ａ
所
持

者　

④
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
と
同
居
し
て
い

る
方　

■
利
子
補
給
対
象
額　

３
０
０
万
円

以
内　

■
利
率　

１
・
４
５
％
（
変
動
の
場

合
あ
り
）
で
す
が
市
で
年
１
・
４
５
％
分
を

利
子
補
給
す
る
た
め
利
子
の
自
己
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん　

■
返
済
方
法　

10
年
以
内
で
元

利
均
等
ま
た
は
元
金
均
等
の
月
賦
償
還　

■申

高
齢
者
…
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

障
害

者
…
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

　

国
保
の
加
入
・
脱
退
等
の
手
続
き
は
、
会

社
等
の
健
康
保
険
と
異
な
り
、
各
自
で
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
無
保
険
の
方
は
い
ま
せ
ん
か　

次
の
方
以

外
は
、
原
則
と
し
て
国
保
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
①
会
社
等
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族　

②
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方　

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

▽
二
重
加
入
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か

国
保
に
加
入
し
て
い
た
方
が
、
会
社
に
勤
め

る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
勤
め
て
い
る
方
の
扶

養
と
な
っ
た
り
し
て
、
新
た
に
健
康
保
険
に

加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
の
喪
失
届
が
必
要

で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
国
保
に
加
入
し
た

ま
ま
と
な
り
保
険
料
と
国
保
税
を
二
重
に
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い

▽
適
正
な
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
国
保
以
外
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
の
扶
養
と

な
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
健
康

保
険
の
切
替
え
が
で
き
ま
す
。
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
、
家
族
が
勤
め
て
い
る
会
社
等

で
確
認
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
保
険
料
の 

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
国
民
年
金
加
入
の
学
生
で
、

収
入
が
一
定
額
以
下
等
の
基
準
に
該
当
す
る

方
は
、
在
学
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
今
年
度
の
納
付
特
例
適
用
を
希
望
す

る
方
は
、
早
目
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
に
は
年
金
手
帳
と
、
学
生
証
の

写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
等
が
必
要
で
す
。

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
１
年
以
上
の
課
程

に
限
る
）
等
に
在
籍
す
る
学
生
が
対
象
で
、

申
請
手
続
き
は
住
民
登
録
し
て
い
る
市
区
町

村
の
国
民
年
金
窓
口
で
行
え
ま
す
。
申
請
は
、

学
生
で
あ
る
間
は
毎
年
必
要
で
す
。
申
請
書

類
に
在
学
予
定
期
間
を
記
入
す
る
と
、
２
年

目
以
降
は
、
学
生
終
了
予
定
の
年
度
ま
で
申

請
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
３
月
下
旬
に
住
所
地
に

郵
送
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
猶
予
さ
れ
た
期
間

の
保
険
料
は
、
10
年
以
内
に
追
納
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
４
月
に
、
申
請
時
点
か
ら
２

年
１
か
月
前
ま
で
の
保
険
料
も
、
遡
っ
て
申

請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

税
平
成
26
年
度
の
市
・
県
民
税
納
税

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

▼
給
与
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
方　

５
月
15
日
○木
に
各
事
業
所
宛
に
発
送
し
ま
す
。

各
個
人
に
は
各
事
業
所
が
配
付
し
ま
す　

▼

そ
れ
以
外
の
方　

６
月
13
日
○金
に
各
個
人
宛

に
発
送
し
ま
す　

▼
共
通　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
税
務
担
当
へ　

平
成
25
年
分
の
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

▼
給
与
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
み

の
方　

５
月
15
日
○木
か
ら
発
行
し
ま
す　

▼

そ
れ
以
外
の
方　

６
月
13
日
○金
か
ら
発
行
し

ま
す　

▼
授
業
料
免
除
や
奨
学
金
申
請
に
用

い
る
指
定
様
式
の
所
得
・
課
税
証
明
書　

６

月
13
日
○金
か
ら
発
行
し
ま
す

▼
共
通　

■申
本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
類

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
等
）
を
お
持
ち
の
上
、
本
所
市

民
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
税
務
担
当
へ

平
成
26
年
度
の
軽
自
動
車
税 

納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

■対
今
年
４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車
（
バ
イ

ク
や
小
型
特
殊
自
動
車
、
乗
用
の
農
機
具
等

を
含
む
）
を
所
有
し
て
い
る
方　

■
納
期
限

６
月
２
日
○月
ま
で
１
年
分
を
１
回
で
納
め
て

く
だ
さ
い
（
月
割
り
課
税
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

鶴岡市文化会館管理運営計画
策定しました

■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4867

　本市では、平成24年12月に、有識者、関係
機関・団体、公募市民等で構成する「鶴岡市
文化会館管理運営計画検討委員会」を設置し、
計画の内容について協議をいただきながら、
今年３月に管理運営計画の案をまとめ、この
度、管理運営計画を策定しました。
　本計画は、新文化会館の管理運営に関する
基本的な指針で、事業計画や運営組織、市民参加の在り方など
に関する考え方をまとめた計画です。本計画や検討委員会の資
料、会議概要については、市ＨHP「文化会館改築ポータルサイト」
をご覧ください。今年度はこの計画を基に、平成28年度の開
館に向けた具体的な実施計画の策定を行います。
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４
月
２
日
以
降
に
廃
車
や
名
義
変
更
を
し
て

も
26
年
度
分
全
額
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
）　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
６
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
税
務
担
当
へ　

■他
▽
納
税
の

際
に
発
行
さ
れ
る
納
税
証
明
書　

車
検
時
に

必
要
で
す
。大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い（
口

座
振
替
の
方
に
は
６
月
２
日
○月
引
き
落
と
し

の
後
ハ
ガ
キ
で
送
付
し
ま
す
）　

▽
身
体
障

害
者
等
の
減
免　

５
月
15
日
○木
〜
30
日
○金
に

同
課
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
今

ま
で
減
免
を
受
け
て
い
た
方
は
、
車
が
変
わ

る
な
ど
し
な
け
れ
ば
改
め
て
申
請
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
）。
減
免
に
は
障
害
等
級
な

ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す

平
成
26
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

■
発
送
日　

５
月
15
日
○木　

■対
今
年
１
月
１

日
現
在
の
登
記
簿
や
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

土
地
や
家
屋
な
ど
の
所
有
者
と
し
て
登
載
さ

れ
て
い
る
方　

■
納
期
限　

第
１
期
…
６
月

２
日
○月　

第
２
期
…
７
月
31
日
○木　

第
３
期

…
来
年
１
月
５
日
○月　

第
４
期
…
３
月
２
日

○月　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
税
務
担
当
へ　

■他
納
税
通
知
書

に
は
土
地
・
家
屋
の
一
筆
・
一
棟
ご
と
の
「
課

税
資
産
の
内
訳
」
を
添
付
し
て
い
ま
す
。
必

ず
課
税
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
同
封

の
ミ
ニ
読
本
も
ご
覧
く
だ
さ
い

生　

活

行
政
に
関
す
る
相
談
は 

行
政
相
談
委
員
へ

　

行
政
相
談
委
員
及
び
総
務
省
山
形
行
政
評

価
事
務
所
で
は
、
国
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
公
庫
等
の

特
殊
法
人
や
独
立
行
政
法
人
等
に
つ
い
て
の

苦
情
や
要
望
・
意
見
な
ど
を
聞
き
、
改
善
す

る
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。
お
気
付
き
の
際
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
市
内
の
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）　

鶴

岡
地
域
…
渡
邉
ゆ
み
（
☎
22
‐
４
０
５
４
）、

小
池
政
幸
（
☎
24
‐
７
０
７
０
）　

藤
島
地

域
…
池
田
勝
美
（
☎
64
‐
５
２
６
９
）　

羽

黒
地
域
…
髙
田
志
郎
（
☎
62
‐
２
４
５
７
）

櫛
引
地
域
…
澤
川
宏
一
（
☎
57
‐
２
５
５
４
）

朝
日
地
域
…
渡
部
芳
勝
（
☎
53
‐
３
１
０
６
）

温
海
地
域
…
本
間
仁
教
（
☎
44
‐
２
７
７
９
）

▼
山
形
行
政
評
価
事
務
所
（
行
政
苦
情
１
１

０
番
）
☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

下
水
道 (

公
共
・
集
排)

・
市
設

置
型
浄
化
槽
を
ご
使
用
の
方
へ

▼
井
戸
水
・
温
泉
水
な
ど
、
水
道
水
以
外
の

水
を
使
用
し
て
い
る
方
は
届
出
が
必
要
で
す

　

水
道
水
以
外
の
水
を
下
水
道
等
へ
排
除
す

る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
や
、
井
戸
水
等
の
給

水
設
備
を
変
更
し
、
下
水
道
等
へ
の
排
水
に

変
更
が
生
じ
る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
計
測
装
置
（
メ
ー
タ
ー
）
を
取
り

付
け
て
い
な
い
場
合
で
、
使
用
人
数
等
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
も
届
出
が
必
要
で
す
。

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
内
線
４
６
８

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
等
の
送
迎
や
、

保
護
者
の
病
気
・
急
用
の
と
き
の
子
供
の
預

か
り
を
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
育
児

の
援
助
を
頼
み
た
い
方
（
お
ね
が
い
会
員
）

と
援
助
を
し
て
く
れ
る
方（
ま
か
せ
て
会
員
）

が
会
員
登
録
し
て
育
児
支
援
を
し
ま
す
。

　

ま
か
せ
て
会
員
は
、
特
別
な
資
格
や
経
験

が
な
く
て
も
子
供
が
大
好
き
な
方
で
あ
れ
ば

誰
で
も
登
録
で
き
ま
す
。
ま
た
、
万
一
の
場

合
に
備
え
て
保
険
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
料
金　

１
時
間
６
０
０
円
〜　

■申

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

入
居
者
募
集

▼
市
営
住
宅

住
宅
名

階
数
・
間
取
り

戸
数

鶴岡
美
原
住
宅

４
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

大
西
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

七
窪
住
宅

２
階
建
・
３
Ｋ

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
２
階
・
３
Ｋ

１

４
階
・
３
Ｋ

１

▼
市
営
ち
わ
ら
住
宅
（
第
６
期
）

種
別

間
取
り
等

戸
数

高
齢
・
障
害
者
向
け
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）

１

子
育
て
世
帯
向
け

３
Ｄ
Ｋ

（
小
学
生
ま
で
）

３

▼
共
通　

■
入
居
時
期　

７
月
中
旬
以
降

■申
５
月
１
日
○木
〜
23
日
○金
午
後
５
時
に
本
所

建
築
課
☎
内
線
４
８
３
ま
た
は
東
部
建
設
事

務
室
（
羽
黒
庁
舎
）・
南
部
建
設
事
務
室
（
朝

日
庁
舎
）・
温
海
建
設
事
務
室
（
温
海
庁
舎
）

へ　

■他
入
居
資
格
要
件
あ
り
。
調
査
の
上
、

入
居
を
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
募
集
案
内

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

そ
の
他

「
里
親
さ
ん
」
に
な
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

親
の
病
気
や
様
々
な
事
情
で
養
育
環
境
に

恵
ま
れ
な
い
子
供
を
、
愛
情
と
ぬ
く
も
り
を

も
っ
て
家
庭
へ
迎
え
入
れ
、
養
育
し
て
く
だ

さ
る
里
親
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
里
親

に
は
、
養
育
里
親
、
専
門
里
親
、
親
族
里
親
、

養
子
縁
組
を
希
望
す
る
里
親
が
あ
り
ま
す
。

　

登
録
申
請
な
ど
詳
し
く
は
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
４
１
へ
。

毎
日
が
防
犯 

気
を
つ
け
よ
う

み
ん
な
で
犯
罪
被
害
防
止
！

　

春
は
開
放
的
な
気
分
に
な
る
と
と
も
に
外

出
の
機
会
も
増
え
て
犯
罪
が
多
発
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
▽
振
り
込
め
詐
欺
（
オ
レ
オ

レ
詐
欺
）。
▽
住
宅
侵
入
（
空
き
巣
）。
▽
不

審
者
の
声
掛
け
・
連
れ
去
り
。
▽
ス
ト
ー
カ

ー
・
チ
カ
ン
・
ひ
っ
た
く
り
。
▽
車
上
狙
い
・

自
転
車
盗
難
。
少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら

鶴
岡
警
察
署
☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
６
２

５
月
は
「
水
防
月
間
」
で
す

　

水
害
は
、
大
切
な
生
命
や
財
産
を
瞬
時
に

奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
に
備

え
、
日
頃
か
ら
の
心
構
え
が
重
要
で
す
。
次

の
よ
う
な
確
認
や
準
備
を
し
て
水
害
に
備
え

ま
し
ょ
う
。
▽
テ
レ
ビ
な
ど
の
気
象
情
報
に

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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留
意
し
ま
し
ょ
う
。
▽
避
難
場
所
・
避
難
路

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
▽
非
常
持
出
品
を
準

備
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
業
用
水
の
通
水
が
始
ま
り
水
か

さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
局
地
的
な

集
中
豪
雨
が
頻
発
す
る
傾
向
に
あ
り
、
河
川

や
水
路
の
急
な
増
水
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
水

難
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
る
と
と
も

に
、
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を
見

掛
け
た
ら
注
意
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で

水
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
１
９

熊
の
出
没
に
注
意
！

　

５
月
・
６
月
は
冬
眠
か
ら
目
覚
め
た
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
が
餌
を
求
め
て
行
動
す
る
季
節
で

す
。
山
や
山
際
の
農
地
に
出
掛
け
る
際
は
、

鈴
・
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を
携
帯
し
、

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
夕
方
〜
早
朝

は
人
里
に
出
没
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
熊
を
見
掛
け
た
場
合
は
、
駐
在
所
（
警

察
署
）、
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
６
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ
。

森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と

き
届
出
が
必
要
で
す

　

個
人
か
法
人
か
に
関
わ
ら
ず
、
売
買
契

約
、
相
続
、
贈
与
、
法
人
の
合
併
等
に
よ
っ

て
、
森
林
（
登
記
上
の
地
目
に
関
わ
ら
ず
都

道
府
県
が
作
成
す
る
地
域
森
林
計
画
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
森
林
）
の
土
地
を
新
た
に
取

得
し
た
場
合
は
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届

出
が
必
要
で
す
（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
し
た
場
合
は
不

要
）。
面
積
の
基
準
は
な
く
全
て
対
象
で
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
１
７
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ

山
火
事
注
意
！ 

多
発
時
期
で
す 

守
り
た
い 

森
の
輝
き 

防
火
の
心

　

山
火
事
の
原
因
の
多
く
は
、
た
き
火
・
タ

バ
コ
・
火
入
れ
の
不
始
末
で
す
。
行
楽
や
山

菜
採
り
で
山
林
に
入
る
と
き
は
、
火
の
取
扱

い
に
十
分
注
意
し
、
山
火
事
に
よ
る
山
林
の

損
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
山
林
へ
の

火
入
れ
は
許
可
が
必
要
で
す
。
実
施
予
定
日

の
７
日
前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ

土
砂
災
害
危
険
区
域
実
態
調
査

　

鶴
岡
地
域
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
調

査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
５
月
14
日
○水
〜
23
日
○金　

■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
内
線
１
１
９

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法 

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　

市
で
は
、
５
月
中
旬
に
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

建
築
物
等
の
解
体
時
に
は
届
出
を
し
、
木
材
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
の
分
別

解
体
・
再
資
源
化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

計
量
器
（
は
か
り
）
検
査
の

事
前
調
査

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は
、
２

年
に
一
度
の
定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
定
期
検
査
前

の
５
月
下
旬
〜
６
月
上
旬
に
計
量
器
の
使
用

状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
定
期
検
査
は
鶴

岡
地
域
が
７
月
２
日
○水
〜
10
日
○木
、
藤
島
・

羽
黒
・
櫛
引
・
朝
日
・
温
海
地
域
が
９
月
上

旬
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■問
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
６
５

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
に
こ
♥

ふ
る
） 

使
用
料
改
定
の
お
知
ら
せ

■日
７
月
１
日
○火
利
用
分
か
ら　

■問
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
３　

■他
一
般
利

用
の
申
込
み
は
２
か
月
前
の
１
日
か
ら
で
す

（
７
月
分
は
５
月
１
日
○木
か
ら
）　

■他
詳
細
は

市
ＨHP
「
健
康
課
」

勤
労
者
会
館 

使
用
料
改
定
の
お
知
ら
せ

■日
７
月
１
日
○火
利
用
分
か
ら　

■
使
用
料

大
会
議
室

大
ホ
ー
ル

上
記
以
外

午
前
１
、０
２
０
円
１
、８
４
０
円

７
１
０
円

午
後
１
、８
４
０
円
３
、０
８
０
円
１
、２
３
０
円

夜
間
１
、８
４
０
円
３
、０
８
０
円
１
、２
３
０
円

全
日
３
、９
０
０
円
６
、４
７
０
円
２
、４
６
０
円

■問
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
６
５　

■他
冷
暖
房

設
備
使
用
料
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
ま
ち
に 

愛
犬
の
散
歩
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

誰
し
も
自
宅
付
近
で
お
し
っ
こ
や
ふ
ん
を

さ
れ
る
の
は
嫌
な
も
の
で
す
。
お
互
い
が
気

持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
▽
愛
犬
の
ト
イ
レ
は
散
歩
に
出
掛

け
る
前
に
自
宅
敷
地
内
で
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
外
で
し
て
し
ま
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
ふ

ん
を
持
ち
帰
る
袋
と
、
お
し
っ
こ
を
流
す
水

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）
を
持
っ
て
出
掛
け
ま

し
ょ
う
（
河
川
敷
や
側
溝
、
雪
の
中
等
へ
の

放
置
は
厳
禁
で
す
）。
▽
小
さ
な
犬
も
必
ず

リ
ー
ド
等
で
つ
な
い
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

５
月
30
日
は 

ご
み
ゼ
ロ
の
日
で
す

　

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
な
ど
、
ご
み
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
不

法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
を
な
く

し
、
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な

鶴
岡
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
鶴
岡
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦

ポ
イ
捨
て
ご
み
等
の
清
掃
活

動
を
実
施
し
ま
す　

■日
５
月

30
日
○金
午
前
10
時
（
小
真
木

原
公
園
中
央
駐
車
場
集
合
）　

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線

６
７
７

「
事
業
系
ご
み
」
は
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん

　

会
社
や
商
店
な
ど
の
事
業
活
動
に
伴
う
廃

棄
物
で
、「
も
や
す
ご
み
（
特
別
な
も
の
を

除
く
）」
以
外
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
事
業
者
の
責
任
で
処
理
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
産
業
廃

棄
物
は
、
自
ら
再
資
源
化
に
努
め
る
か
、
産

業
廃
棄
物
処
理
許
可
業
者
に
処
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
般
廃
棄
物
で
あ
る

「
も
や
す
ご
み
」
は
、
市
の
ご
み
焼
却
施
設

に
自
ら
搬
入
す
る
か
、
一
般
廃
棄
物
処
理
許

可
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７ 誰かが見ている…不法投棄監視中

不法投棄を見掛けたらご通報ください。
廃棄物対策課内「鶴岡市不法投棄監視通
報ネットワーク」☎22‐2848

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　


